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　世界平均の二酸化炭素濃度の平均は 2009 年で 386.8ppm である。現在の濃度は産業革命以前の値 280ppm に比
べて約 100ppm 強増加している。日本の綾里、南鳥島、与那国島における気象庁観測の 2008 年の平均値はほぼ
388ppm である。情報学部プロジェクト演習の一環として大阪を含めた奈良周辺での二酸化炭素濃度の測定結果に






























　横軸が時間で、初日の夜中 12 時を起点０時とした時間を示す。30 時は翌日の朝６時である。縦軸は二酸化炭素
濃度を表し単位は [ppm] である。×マークは測定器内の空気の温度を 10 倍したものである。例えば 300 は 30℃で
図１　測定原理の概要図（VAISALA GMP343 User’ s Guide より）










の差は図２（南加茂台）で約 90ppm、室生で約 50ppm である。夜昼の差は天候に大きく依存する。
　図４は大都市の真ん中、大阪市北区西天満マンション８階のベランダでの測定結果である。二酸化炭素濃度の昼
夜の差は小さくおよそ 20ppm ほどである。周辺に緑が少なく光合成の影響がほとんどない。二酸化炭素濃度の１












データではその値を 10 倍して 100 を加えている。従って例えば 200 は 10℃である。一方図７は７月のデータで温
度を 10 倍して 100 を引いている。従って例えば 200 は 30℃である。
　図６、図７はともに奈良産業大学 10 号棟３階の研究室から南側の屋外に測定器を出し、研究室内部と空気を遮
図４　2009 年９月 25 〜 26 日大阪北区での二酸化濃度変化






















　図８は 2001 年 10 月 15 日 11 時前後の関西地方の衛星観測データを解析し画像処理したものである。上が北、右














と森林は総面積の 78％、植生純一次生産量は 10.2 × 106 [t_CO2/ 年 ] である。大気の二酸化炭素濃度の視点から見
れば奈良盆地及び木津川市周辺は大阪の続きと考えて良い。
図８　2001 年 10 月 15 日の関西（Landsat 衛星の観測）
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　参考のために今から約 40 年前 1972 年 10 月 24 日の同じ地域の画像を図９に示す。図８のおよそ 30 年前の関西
である。関西空港はまだ着工されていない。白の部分は雲で、海の灰色の部分は霧である。大阪平野や奈良盆地の





昼は夜に比べて 50 〜 90ppm 二酸化炭素濃度が下がる。一方、大阪及び奈良県生駒郡三郷奈良産業大学キャンパス
図９　1972 年 10 月 24 日の関西（Landsat 衛星の観測）
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では夜と昼の変化が小さく 20 〜 30ppm である。産業大学キャンパスは緑に囲まれているが衛星画像でわかるよう
に大都市大阪市街と隣接しておること、またキャンパス内の測定であることによると考えられる。
　１日の平均は奈良県生駒郡三郷奈良産業大学キャンパス、京都府木津川市南加茂台及び大阪北区でほぼ同じ値を




ある。この値は 2009 年の世界の平均値 386ppm より 12ppm 高い。また日本の綾里、南鳥島、与那国島での測定値
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